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１．はじめに

大学教育の転換期

２．山形大学のこれまでとこれから

教育

研究

社会連携

財務・施設

総務・広報

経営

学術研究院、法人部局と大学部局、

キャンパスの自立化

３．仕事の仕方

挑戦、失敗、業務の削減

４．おわりに



社会における役割・存在意義
―何を成すために⼭形⼤学が存在するのか―

地域
創⽣

⼭形⼤学は、「⾃然と⼈間の共⽣」をテーマとして、次
の５つの基本理念に沿って、教育、研究及び地域貢献に
全⼒で取り組み、国際化に対応しながら、地域変⾰のエ
ンジンとして、キラリと光る存在感のある⼤学を⽬指す。

（5つの基本理念）
 学⽣教育を中⼼とする⼤学創り
 豊かな⼈間性と⾼い専⾨性の育成
 ｢知｣の創造
 地域創⽣及び国際社会との連携
 不断の⾃⼰改⾰

次世代
形成

多⽂化
共⽣

組織のあるべき姿
―役割を果たすために何を為すのか―

（３つの使命）


